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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第104期

第２四半期
連結累計期間

第105期
第２四半期
連結累計期間

第104期

会計期間
自平成26年６月１日
至平成26年11月30日

自平成27年６月１日
至平成27年11月30日

自平成26年６月１日
至平成27年５月31日

売上高 （千円） 19,267,942 19,256,091 38,432,094

経常利益 （千円） 425,623 423,158 514,786

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 298,630 272,019 506,611

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 414,707 571,684 1,029,092

純資産額 （千円） 12,013,596 13,074,088 12,627,896

総資産額 （千円） 21,370,615 21,868,960 22,042,571

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 35.70 32.52 60.56

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 56.2 59.8 57.3

営業活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） 115,191 348,604 689,941

投資活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △246,868 △144,461 329,468

財務活動によるキャッシュ・フ

ロー
（千円） △86,669 △20,761 △153,355

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 3,136,335 4,410,711 4,231,098

 

回次
第104期

第２四半期
連結会計期間

第105期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自平成26年９月１日
至平成26年11月30日

自平成27年９月１日
至平成27年11月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 21.20 16.99

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結累

計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

 

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、個人消費の足取りが依然として重く、企業による設備投資や

輸出も力強さを欠いているものの、政府による経済政策や企業収益、雇用情勢の改善等により、総じて緩やかな回

復基調で推移いたしました。海外におきましては、中国経済の減速や新興国経済における成長鈍化の動きが見られ

ましたが、雇用情勢や個人消費等の改善を背景とした米国経済の成長ペースに支えられ、緩やかな回復基調が続き

ました。

このような経営環境のもと、当社グループといたしましては、革新と挑戦をテーマに、「グローバル展開の更な

る推進」、「革新的新事業・新商品の創出」、「コンバーター機能の強化拡充」、「小津グループ各社の連携によ

る事業推進」、「次世代を担う人材育成」という中長期的な経営戦略に基づき営業活動を展開してまいりました。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は192億56百万円（前年同期比0.1％減）、経常利益は４億23

百万円（前年同期比0.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は２億72百万円（前年同期比8.9％減）となり

ました。

当第２四半期連結累計期間のセグメント別の状況は以下のとおりであります。

（不織布事業）

エレクトロニクス分野では、スマートフォン、タブレット端末用途および電装化が進む自動車関連用途の電子部

品・デバイス産業向けの販売が好調を維持しており、前年同期比において売上高が微減であるものの、利益面では

微増となりました。

コスメティック分野では、インバウンド消費の拡大等により国内市場向けの販売が好調であったものの、前連結

会計年度において大きく数量を伸ばした中国市場向けの販売が鈍化したことにより、前年同期比において売上高、

利益面ともに減少いたしました。

メディカル分野では、歯科向け商品や介護関連商品の販売が堅調であったものの、衛生材料の販売の落ち込みや

顧客先における商品の在庫調整等の影響により、前年同期比において売上高、利益面ともに減少いたしました。

小津（上海）貿易有限公司では、エレクトロニクス分野向けの新規得意先向け出荷等があったものの、デジタル

カメラ用途向けの出荷や前年同期に好調だったコスメティック分野向けの出荷が低調に推移し、前年同期比におい

て売上高、利益面ともに減少いたしました。

ウェットティシュ等の製造販売を営む株式会社ディプロでは、除菌用途の商品が好調であったものの、夏物

ウェット商品や大手小売業向けのプライベートブランド商品の一部において販売が低迷し、輸入原材料のコスト

アップ分の価格転嫁も進まず、前年同期比において売上高がほぼ横ばい、利益面では微減となりました。

アグリ分野を担う日本プラントシーダー株式会社では、北海道地方における一部作物の播種方法変更等の影響が

あるものの、北関東地区における法蓮草播種テープの回復およびコーン、落花生等の大粒子テープの加工が好調に

推移したことにより、前年同期比において売上高が微減であるものの、利益面では微増となりました。

これらの結果、売上高は69億81百万円（前年同期比1.2％減）、セグメント利益は３億95百万円（前年同期比

8.9％減）となりました。

（家庭紙・日用雑貨事業）

連結子会社のアズフィット株式会社が営む家庭紙・日用雑貨事業につきましては、消費者マインドの落ち込みや

低価格志向が続いているものの、採算性を軸にした既存取引の見直しや家庭紙商品の価格修正等により利益面での

改善が見られ、前年同期比において売上高がほぼ横ばいであるものの、利益面では損失額が減少いたしました。

これらの結果、売上高は122億53百万円（前年同期比0.6％増）、セグメント損失は７百万円（前年同期は42百万

円のセグメント損失）となりました。

（その他の事業）

その他の事業につきましては、売上高21百万円（前年同期比12.6％増）、セグメント利益は11百万円（前年同期

比655.0％増）となりました。
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（注）日本プラントシーダー株式会社およびアズフィット株式会社の決算期は２月末日のため、当第２四半期連結

累計期間には各社の平成27年３月から平成27年８月の実績が、株式会社ディプロの決算期は３月末日のた

め、当第２四半期連結累計期間には同社の平成27年４月から平成27年９月の実績が反映されております。

 

（２）財政状態の分析

（資産）

資産につきましては、前連結会計年度末に比べて１億73百万円減少し、218億68百万円となりました。主な要因

は、「投資有価証券」の増加４億40百万円、「受取手形及び売掛金」の減少６億９百万円であります。

（負債）

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて６億19百万円減少し、87億94百万円となりました。主な要因

は、「支払手形及び買掛金」の減少５億81百万円であります。

（純資産）

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べて４億46百万円増加し、130億74百万円となりました。主な要

因は、「その他有価証券評価差額金」の増加３億２百万円、「利益剰余金」の増加１億46百万円であります。

 

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、営業活動によるキャッ

シュ・フロー増加額が３億48百万円、投資活動によるキャッシュ・フロー減少額が１億44百万円、財務活動による

キャッシュ・フロー減少額が20百万円となり、当第２四半期連結会計期間末の残高は前連結会計年度末に比べ１億

79百万円増加し44億10百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は３億48百万円（前年同期比２億33百万円増）となりました。収入の主な内訳は、

「売上債権の増減額」６億８百万円、「税金等調整前四半期純利益」４億25百万円であり、支出の主なものは、

「仕入債務の増減額」５億81百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は１億44百万円（前年同期比１億２百万円減）となりました。支出の主なものは、

「有形固定資産の取得による支出」１億33百万円であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は20百万円（前年同期比65百万円減）となりました。収入の主なものは、「短期借

入金の純増減額」１億10百万円、支出の主なものは、「配当金の支払額」１億25百万円であります。

 

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

（５）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、17百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループ全体の研究開発活動の状況に重要な変更はありませ

ん。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,000,000

計 25,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）

(平成27年11月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成28年１月14日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 8,435,225 8,435,225
東京証券取引所

市場第一部

　単元株式数

　100株

計 8,435,225 8,435,225 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高

（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成27年９月１日～

平成27年11月30日
－ 8,435 － 1,322,214 － 1,374,758
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（６）【大株主の状況】

  平成27年11月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社小津商店  東京都中央区日本橋本町３－６－２ 2,676 31.73

小津取引先持株会  東京都中央区日本橋本町３－６－２ 352 4.17

日本製紙株式会社  東京都北区王子１－４－１ 197 2.34

今井　武一  東京都大田区 169 2.01

小津産業従業員持株会  東京都中央区日本橋本町３－６－２ 139 1.65

別府　清一郎  東京都世田谷区 137 1.63

旭化成せんい株式会社  大阪府大阪市北区中之島３－３－２３ 117 1.40

株式会社みずほ銀行  東京都千代田区大手町１－５－５ 117 1.39

株式会社三井住友銀行  東京都千代田区丸の内１－１－２ 110 1.30

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社（信託口）
 東京都中央区晴海１－８－１１ 107 1.27

計 － 4,124 48.90

 

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年11月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　70,500 － 単元株式数　100株

完全議決権株式（その他） 普通株式 8,358,800 83,588 同上

単元未満株式 普通株式 　　5,925 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数 8,435,225 － －

総株主の議決権 － 83,588 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の中には、証券保管振替機構名義の株式が100株（議決権の数１個）含まれてお

ります。また、「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれておりま

す。

 

②【自己株式等】

平成27年11月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

小津産業株式会社
東京都中央区日本橋本町

三丁目６番２号
70,500 － 70,500 0.84

計 － 70,500 － 70,500 0.84

 

EDINET提出書類

小津産業株式会社(E02842)

四半期報告書

 6/19



２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年９月１日から平

成27年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年11月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,543,183 4,722,798

受取手形及び売掛金 ※ 7,161,430 6,551,862

商品及び製品 1,548,592 1,427,938

原材料 420,047 446,685

繰延税金資産 72,173 54,443

その他 441,056 430,811

貸倒引当金 △12,916 △12,150

流動資産合計 14,173,567 13,622,390

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 5,075,981 5,105,558

減価償却累計額 △3,015,197 △3,081,263

建物及び構築物（純額） 2,060,784 2,024,294

機械装置及び運搬具 1,260,483 1,392,324

減価償却累計額 △1,016,934 △1,058,517

機械装置及び運搬具（純額） 243,549 333,806

土地 1,302,382 1,302,382

リース資産 81,490 28,490

減価償却累計額 △60,400 △12,739

リース資産（純額） 21,089 15,750

建設仮勘定 83,519 22,734

その他 339,538 342,504

減価償却累計額 △279,159 △287,223

その他（純額） 60,379 55,280

有形固定資産合計 3,771,705 3,754,249

無形固定資産   

その他 281,381 244,268

無形固定資産合計 281,381 244,268

投資その他の資産   

投資有価証券 3,252,120 3,692,855

長期貸付金 11,952 11,074

繰延税金資産 22,839 22,354

その他 537,710 529,561

貸倒引当金 △8,705 △7,793

投資その他の資産合計 3,815,916 4,248,053

固定資産合計 7,869,003 8,246,570

資産合計 22,042,571 21,868,960
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年５月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 ※ 4,625,385 4,044,261

短期借入金 860,000 970,000

1年内償還予定の社債 250,000 250,000

1年内返済予定の長期借入金 100,000 100,000

リース債務 7,651 4,077

未払法人税等 122,092 117,546

賞与引当金 48,349 53,555

役員賞与引当金 1,250 －

その他 853,422 587,195

流動負債合計 6,868,152 6,126,637

固定負債   

社債 750,000 750,000

長期借入金 820,000 820,000

リース債務 14,265 12,215

繰延税金負債 675,728 800,964

役員退職慰労引当金 135,041 －

退職給付に係る負債 101,512 108,325

その他 49,974 176,729

固定負債合計 2,546,522 2,668,234

負債合計 9,414,674 8,794,871

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,322,214 1,322,214

資本剰余金 1,374,967 1,374,967

利益剰余金 8,698,180 8,844,729

自己株式 △83,146 △83,168

株主資本合計 11,312,215 11,458,743

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,302,360 1,605,171

為替換算調整勘定 13,320 10,174

その他の包括利益累計額合計 1,315,680 1,615,345

純資産合計 12,627,896 13,074,088

負債純資産合計 22,042,571 21,868,960
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

売上高 19,267,942 19,256,091

売上原価 16,302,397 16,299,487

売上総利益 2,965,545 2,956,603

販売費及び一般管理費 ※ 2,594,543 ※ 2,549,720

営業利益 371,001 406,883

営業外収益   

受取利息 1,572 1,543

受取配当金 23,636 24,918

持分法による投資利益 524 4,054

為替差益 37,124 －

その他 9,993 11,826

営業外収益合計 72,852 42,342

営業外費用   

支払利息 13,367 12,750

為替差損 － 8,595

その他 4,862 4,720

営業外費用合計 18,230 26,067

経常利益 425,623 423,158

特別利益   

固定資産売却益 － 2,126

投資有価証券売却益 － 0

保険返戻金 14,417 －

厚生年金基金解散損失引当金戻入額 58,879 －

特別利益合計 73,297 2,127

特別損失   

固定資産除却損 545 0

ゴルフ会員権評価損 150 －

特別損失合計 695 0

税金等調整前四半期純利益 498,225 425,285

法人税、住民税及び事業税 158,635 136,031

法人税等調整額 40,958 17,233

法人税等合計 199,594 153,265

四半期純利益 298,630 272,019

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 298,630 272,019
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【四半期連結包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

四半期純利益 298,630 272,019

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 108,931 302,810

為替換算調整勘定 7,145 △3,145

その他の包括利益合計 116,076 299,664

四半期包括利益 414,707 571,684

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 414,707 571,684

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年６月１日
　至　平成26年11月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年６月１日
　至　平成27年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 498,225 425,285

減価償却費 156,100 177,709

のれん償却額 22,055 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △7,017 △1,678

賞与引当金の増減額（△は減少） 1,982 5,206

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △1,100 △1,250

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △27,072 △135,041

厚生年金基金解散損失引当金の増減額（△は減

少）
△58,879 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 672 6,812

受取利息及び受取配当金 △25,209 △26,461

支払利息 13,367 12,750

為替差損益（△は益） △35,310 3,834

持分法による投資損益（△は益） △524 △4,054

保険返戻金 △14,417 －

有形固定資産売却損益（△は益） － △2,126

有形固定資産除却損 545 0

売上債権の増減額（△は増加） △1,053,549 608,005

たな卸資産の増減額（△は増加） 194,110 92,181

仕入債務の増減額（△は減少） 410,337 △581,039

未払消費税等の増減額（△は減少） 68,432 △79,677

その他の資産の増減額（△は増加） 82,977 17,995

その他の負債の増減額（△は減少） 42,155 △42,622

その他 821 3,175

小計 268,701 479,005

利息及び配当金の受取額 25,198 26,564

利息の支払額 △13,507 △13,211

法人税等の支払額 △165,201 △143,753

営業活動によるキャッシュ・フロー 115,191 348,604

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △183,293 △133,120

有形固定資産の売却による収入 － 2,215

無形固定資産の取得による支出 △33,278 △3,890

投資有価証券の取得による支出 △11,676 △7,654

投資有価証券の売却による収入 － 1

貸付けによる支出 △60,000 △45,000

貸付金の回収による収入 51,478 41,478

定期預金の預入による支出 △100,000 －

定期預金の払戻による収入 70,000 －

保険積立金の払戻による収入 14,962 －

その他 4,939 1,510

投資活動によるキャッシュ・フロー △246,868 △144,461

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 20,000 110,000

自己株式の取得による支出 △214 △22

配当金の支払額 △99,703 △125,116

リース債務の返済による支出 △6,751 △5,623

財務活動によるキャッシュ・フロー △86,669 △20,761

現金及び現金同等物に係る換算差額 32,279 △3,767

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △186,067 179,613

現金及び現金同等物の期首残高 3,322,403 4,231,098

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 3,136,335 ※ 4,410,711
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年６月１日　至　平成27年11月30日）

　該当事項はありません。

 

（会計方針の変更等）

　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年６月１日　至　平成27年11月30日）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」と

いう。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等会計

基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分

変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上す

る方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な

会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表

に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持

分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第２四半期連結累計期間及び前連結会

計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事業

分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点から将

来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

当第２四半期連結累計期間（自　平成27年６月１日　至　平成27年11月30日）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（役員退職慰労金制度の廃止）

　当社及び一部の連結子会社の役員退職慰労引当金については、従来、役員の退職慰労金の支出に備えるため、規

定に基づく期末要支給額を計上しておりましたが、第１四半期連結会計期間に開催された定時株主総会終結の時を

もって役員退職慰労金制度を廃止しております。

　同制度廃止に伴い、在任期間に応じた役員退職慰労金の打切り支給を同株主総会で決議し、役員退職慰労引当金

残高139,136千円を、固定負債の「その他」に計上しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、

前連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の連結会計年度末日満期手形が連結会計年度末日残高に含

まれております。

 
前連結会計年度

（平成27年５月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成27年11月30日）

受取手形 133,389千円 －千円

支払手形 79,354 －
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（四半期連結損益計算書関係）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日

　　至　平成26年11月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日

　　至　平成27年11月30日）

荷造運搬費 795,521千円 806,564千円

貸倒引当金繰入額 738 1,395

役員報酬 106,092 134,504

給料手当 693,842 665,042

賞与引当金繰入額 30,372 36,648

福利厚生費 134,072 134,170

役員退職慰労引当金繰入額 12,027 4,094

退職給付費用 48,201 20,798

減価償却費 86,379 85,576

のれん償却額 22,055 －

賃借料 61,397 56,265

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成27年11月30日）

現金及び預金勘定 3,448,419千円 4,722,798千円

預入期間が３か月を超える定期預金 △312,084 △312,086

現金及び現金同等物 3,136,335 4,410,711

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年８月26日

定時株主総会
普通株式 100,378 12 平成26年５月31日 平成26年８月27日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年６月１日　至　平成27年11月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年８月27日

定時株主総会
普通株式 125,470 15 平成27年５月31日 平成27年８月28日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成26年６月１日　至　平成26年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 不織布
家庭紙・
日用雑貨

計

売上高        

外部顧客への売上

高
7,065,663 12,183,515 19,249,179 18,763 19,267,942 － 19,267,942

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

91,832 3,199 95,031 66,988 162,020 △162,020 －

計 7,157,495 12,186,715 19,344,210 85,752 19,429,963 △162,020 19,267,942

セグメント利益又は

損失（△）
433,732 △42,141 391,591 1,465 393,057 △22,055 371,001

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△22,055千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成27年６月１日　至　平成27年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 不織布
家庭紙・
日用雑貨

計

売上高        

外部顧客への売上

高
6,981,954 12,253,014 19,234,968 21,123 19,256,091 － 19,256,091

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

16,539 2,196 18,735 78,183 96,918 △96,918 －

計 6,998,493 12,255,210 19,253,704 99,306 19,353,010 △96,918 19,256,091

セグメント利益又は

損失（△）
395,018 △7,322 387,695 11,066 398,762 8,121 406,883

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸事業であります。

２．セグメント利益又は損失の調整額8,121千円は、セグメント間取引消去額であります。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

 

（有価証券関係）

　当第２四半期連結会計期間末（平成27年11月30日）

　　前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が認められないため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成26年６月１日
至　平成26年11月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成27年６月１日
至　平成27年11月30日）

１株当たり四半期純利益金額 35円70銭 32円52銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（千円） 298,630 272,019

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益金額（千円）
298,630 272,019

普通株式の期中平均株式数（株） 8,364,816 8,364,713

　（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成28年１月14日

小津産業株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 星野　正司　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森田　祥且　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている小津産業株式会

社の平成27年６月１日から平成28年５月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成27年９月１日から平成

27年11月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年６月１日から平成27年11月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・

フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、小津産業株式会社及び連結子会社の平成27年11月30日現在の財政状態

並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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